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子
ど
も
に
も
お
母
さ
ん
に
も

寄
り
添
っ
た
温
も
り
の
場
所
。

今
日
は
何
し
て
遊
ぼ
う
か
？

巻頭特集

地域のタカラ
〜上野原こども園 開園 1 周年の軌跡〜

ご利用ください
広報うえのはら

おトクーポン
23 ページ左端に掲載
ご覧ください !!
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人口と世帯（平成 30 年 4 月 1 日現在）

人口 対前月比
人　口： 23,554 人 − 89
男　性： 11,769 人 − 47
女　性： 11,785 人 − 42
世　帯： 9,916 世帯 − 3
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和
10
年
1
月
生
ま
れ
で
、

　
　

83
歳
に
な
る
大
神
田
智
さ
ん
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
上
野
原
の
大
神

田
さ
ん
は
、
60
歳
に
な
る
ま
で
都
内
の

会
社
に
通
勤
し
、
仕
事
一
筋
の
人
生
を

歩
ん
で
き
た
。
定
年
退
職
後
は
、
山
登

り
な
ど
の
趣
味
を
は
じ
め
た
が
、
誰
か

の
た
め
に
な
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
自
宅

の
新
町
一
丁
目
か
ら
上
野
原
駅
に
通
じ

る
道
で「
ゴ
ミ
が
結
構
落
ち
て
ま
す
ね
。

せ
っ
か
く
素
敵
な
自
然
が
台
無
し
だ
」

と
県
外
者
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
少
し
で
も
通
行
人
が
気
持
ち
よ

く
歩
け
る
よ
う
に
と
、
そ
の
道
沿
い
を

中
心
に
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
た
。
初
め
の

頃
は
、
駅
に
向
か
う
通
勤
者
か
ら「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
声
を
か
け

ら
れ
、嬉
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
新
た
に

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
く
現
実
に
悲
し

く
な
る
時
も
あ
っ
た
。そ
れ
で
も「
誰

か
の
た
め
に
な
る
な
ら
続
け
よ
う
」と

昭

ゴ
ミ
拾
い
を
続
け
て
き
た
。

数
年
前
か
ら
は
、
市
内
で
不
法
投
棄

さ
れ
た
ゴ
ミ
や
一
般
ゴ
ミ
の
清
掃
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
U
K
K

（
上
野
原
を
き
れ
い
に
し
よ
う
会
）に
参
加
。

会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
楽
し
く
清
掃

活
動
に
取
り
組
む
。「
会
長
の
矢
島
さ

ん
を
初
め
会
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

活
動
す
れ
ば
、
一
人
で
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
。自

宅
か
ら
駅
に
通
じ
る
道
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
全
体
も
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
会
の
活
動
の
意
義
を
語
る
。

大
神
田
さ
ん
は
、「
腰
が
曲
が
り
膝

も
痛
い
の
で
、
以
前
の
よ
う
に
動
け

な
い
が
、
少
し
で
も
通
行
人
が
気
持

ち
よ
く
歩
け
る
よ
う
に
ゴ
ミ
を
拾
い

続
け
た
い
。
そ
し
て
U
K
K
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
上
野
原
市
を
も
っ

と
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
、

こ
の
日
も
高
速
道
路
沿
い
の
道
端
に

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
、

そ
の
想
い
を
話
し
て
く
れ
た
。

顔
The Face of 
  Uenohara
うえのはらの

『 誰かのために !! まちを綺麗に !! 』

S A T O S H I   O K A N D A

#70

Front page

　　UKK 会員（上野原をきれいにしよう会）

（上）大神田さんが清掃活動する道端には、UKKや地
域のみなさん、そして市の協力により不法投棄を予防
する柵が設置された。それでも、ゴミの不法投棄は後
を絶たない。（下）大神田さんは、一人で不法に投棄さ
れたゴミを拾いまとめる。そのゴミをUKKの活動に引
き継ぎ、分別後、市生活環境課と協働でゴミの処理に
あたる。

　（上野原地区在住）

大
お お か ん だ

神田 智
さとし

〜今月の表紙〜
今月の表紙は、子育て支援センター
をご利用されている木田さん親子の
お二人。元気いっぱいに遊ぶ可愛ら
しい姿に心が癒されました。子ども
たちの笑顔溢れる「上野原こども園」
の様子を取材してきました。ぜひ、
特集記事をご覧ください。
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地
域
の
理
解
が
親
・
子
の
見
守
り

に
繋
が
る

上
野
原
こ
ど
も
園
の
開
園
か
ら

一
年
。
こ
の
園
は
上
野
原
第
一
・

上
野
原
第
二
・
島
田
保
育
所
を
統

合
し
て
完
成
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
園
に
拠
点
を
移
す
み
な
さ
ん
に

は
、
今
ま
で
の
各
園
で
の
思
い
出

を
大
切
に
し
つ
つ
、
こ
の
新
し
い

上
野
原
こ
ど
も
園
を
み
な
さ
ん
で

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
保
護
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い

ま
す
。
労
働
環
境
の
変
化
、
生
活

環
境
の
変
化
に
付
随
し
て
、
子
育

て
に
対
す
る
保
護
者
の
負
担
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
上
野
原
こ

ど
も
園
で
は
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
」「
延
長
保
育
」「
病

後
児
保
育
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
て
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
保
護
者
同
士
の
繋
が
り
の
場

と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
職
員
や
他
の
保
護
者
と
の

交
流
を
通
し
て
、
子
育
て
を
見
つ

め
る
、
親
子
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ

ッ
プ
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
病
後
児

保
育
に
つ
い
て
は
、
何
か
あ
っ
た

時
に
備
え
て
も
ら
え
る
よ
う
入
園

式
で
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
昨
年
の
登
録
2
名
か
ら
、

20
名
へ
と
登
録
者
が
増
え
ま
し
た
。

子
育
て
に
は
人
と
人
と
の
繋
が

り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
開
園
前
か
ら
交
流
保
育
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
同

士
、
保
護
者
同
士
、
職
員
と
保
護

者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
少
し
で
も
不

安
を
取
り
除
き
、
温
か
み
の
あ
る

環
境
を
作
る
た
め
、
学
年
ご
と
に

「
は
じ
め
ま
し
て
の
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
園
内
に
限
ら
ず
園

外
と
の
交
流
も
深
め
る
た
め
、
老

人
会
の
み
な
さ
ん
と
餅
つ
き
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
絆
が
深

く
残
る
上
野
原
で
は
、
地
域
と
親

子
の
繋
が
り
が
「
子
ど
も
の
見
守

り
」
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
園
と

地
域
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
子
育
て
環
境
が
守
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

利用者の声
上野原こども園内で提供されるサービス

「延長保育」、「病後児保育」、「一時保育」の
利用者に、感想を伺いました。

「
上
野
原
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
て
1
年
。

こ
の
園
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

「
延
長
保
育
」「
病
後
児
保
育
」「
一
時
保
育
」

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
で
困
っ
た
時
や
悩
み
解
消
の

場
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
開
園
し
て
1
年
が

経
っ
た
こ
の
施
設
の
今
を
追
い
ま
し
た
。

病後児保育
子どもが熱を出した時、初め
て利用しました。別部屋で先
生にゆっくり見てもらえたの
で、子どもにも負担なく保育
をしてもらい助かりました。
近くに両親がいない保護者に
は特に助かる取り組みだと思
います。

延長保育
朝仕事が入ったり、会議が延
びてしまう時など、とても助
かるサービスだと思います。
先生がきめ細やかに子ども
を見てくれるため、環境の変
化にも心配することなく、安
心して子どもを預けること
ができています。

子育て支援センター
現場の先生が優しく対応してくれる
ので、安心して利用することができ
ます。また、初めての子育てでは、
分からないことがたくさんありま
す。そのような時には、他の保護者
や先生との交流を通して、子育ての
不安を取り除くことができます。さ
らに、子どもの交流の場としてはも
ちろん、親としても勉強になります。

特 集   地域のタカラ

延長保育利用者

菅
す が せ

瀬 英
えい さん

病後児保育利用者
山
やました

下 充
みつる

 さん

子育て支援センター利用者
木

き だ め い
田芽衣 さん

上
野
原
こ
ど
も
園

園
長
　
清し

み
ず水 

薫か
お
る 

先
生
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こ
ど
も
園
と
支
援
セ
ン
タ
ー

上
野
原
こ
ど
も
園
の
開
園
か
ら

1
年
が
た
ち
ま
し
た
。
利
用
す
る

保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
利

用
に
あ
た
っ
て
の
感
想
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。「
こ
ど
も
園
と
併
設
さ

れ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

入
園
す
る
前
に
園
の
様
子
を
見
て
、

そ
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
入
園
さ
せ
ら
れ
ま
す
」

「
園
の
ス
タ
ッ
フ
が
温
か
さ
と
優
し

さ
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
、
そ
し

て
保
護
者
に
も
接
し
て
く
れ
る
の

で
、
安
心
感
が
都
市
部
の
園
と
は

違
い
ま
す
」
な
ど
、
嬉
し
い
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
お
言
葉
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
こ
の
施
設
と
環
境
を

十
分
に
活
用
し
て
、
上
野
原
市
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援

さ
て
、
市
で
は
、
上
野
原
こ
ど

も
園
や
巌
こ
ど
も
園
、
そ
し
て
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営

の
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
子

育
て
支
援
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
当
時
、
県
内
初
の
取
り
組

み
と
な
っ
た
中
学
3
年
生
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
に
す
る
「
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
」
や
出
産
奨
励

　
　

か
ら
続
く
生
命
の
営
み
。
子
ど
も
を

　
　

産
み
育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
、
そ
し

て
、
そ
の
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
想
い
は
、

今
も
昔
も
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
多
く
の
大
人
た
ち
は
、
子
ど
も

が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
、
子
ど
も
の
夢
や

未
来
、
希
望
を
守
り
、
子
ど
も
の
成
長
を
思

い
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

花
を
咲
か
せ
る
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
夢
、
希
望
を

守
る
た
め
に
は
、
地
域
で
子
育
て
を
理
解
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
少
子
化

社
会
を
迎
え
、
子
ど
も
同
士
、
親
同
士
の
交

流
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
今
、「
地
域
」

で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
て
い
く
体
制
づ

く
り
が
現
代
の
子
育
て
環
境
に
は
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
地
域
の
タ
カ
ラ
」
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
、
の
び
の
び
と
夢
に
向
か
っ
て
成

長
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
子
育

て
の
輪
」
に
加
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
市
民
と
行
政
、
そ
し
て
地
域
一
丸

と
な
っ
て
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

出産奨励祝金制度
子どもの人口増加対策の一環とするとともに、地域の活性化に資する
ことを目的として、第 1 子の出生児 5 万円、第 2 子の出生児 10 万円
第 3 子以降の出生児 50 万円を支給する祝い金
※第 3 子以降は出生時に 30 万円を支給し、小学校など入学時に 20
万円を支給します。

乳幼児健診
市では母子保健法に定められた 1 歳 6 ヶ月児、3 歳児の他にも、4 ヶ
月児、9 ヶ月児、2 歳児、5 歳児の体格測定、小児科医による診察、歯
科健診、育児相談など月齢年齢に応じた発育発達性の状況を確認する
乳幼児健診を行なっています。
※市では、この他にも多くの子育て支援策を展開しています。市ホームページをご覧ください。

20 年、30 年先を見据えた
上野原市の子育て支援こ

の
景
色
を
見
て
育
つ
子
ど
も
た
ち
は
、

き
っ
と
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
胸
に
、

上
野
原
市
の
未
来
を
切
り
拓
く　
　
　
　
　
　

。

上野原市福祉保健部

部長　久
く し ま

島和
か ず お

夫

祝
金
支
給
額
の
拡
充
、
第
３
子
以

降
保
育
料
無
料
化
事
業
、
そ
し
て
、

市
独
自
で
4
か
月
児
・
９
か
月
児
・

２
歳
児
・
５
歳
児
を
対
象
に
し
た

幼
児
健
診
や
出
産
前
の
妊
婦
を
対

象
と
し
た
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ス
の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
、
産
ま
れ
る
前
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
保
護
者

を
支
え
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
と

し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
や
こ
ど
も
園
な
ど
を
拠
点
に
、

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
守
る
環
境

の
整
備
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を

産
み
育
て
る
母
親
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
チ
カ
ラ
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

上野原こども園から市内を望む
上）上野原こども園の園庭
下）子育て支援センター玄関

昔
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①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

前年度比 6億1,865万4千円（5.7％）減の
102億8,276万4千円

2018
上野原市の予算編成

▲ ▲ ▲  

一般会計歳出の内訳   

国民健康保険特別会計・・・・・・・・・・29 億 7,008 万 1 千円
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・・・5 億 9,191 万 7 千円
介護保険特別会計・・・・・・・・・・・・23 億 4,733 万 1 千円
介護サービス事業特別会計・・・・・・・・・・・・331 万 7 千円
公共下水道事業特別会計 ・・・・・・・・・7 億 1,478 万 1 千円
簡易水道事業特別会計 ・・・・・・・・・・・・・9,314 万 4 千円
教育奨励資金特別会計・・・・・・・・・・・・・・442 万 2 千円
大 目 財 産 区 特 別 会 計・・・・・・・・・・・・9,192 万 4 千 円
甲東財産区特別会計・・・・・・・・・・・・・・・104 万 2 千円

巌財産区特別会計・・・・・・・・・・・・1 億 101 万 3 千円
島田財産区特別会計　・・・・・・・・・・・・6,456 万 6 千円
上野原財産区特別会計　・・・・・・・・・・・・・2,407 万 円
檜尾根外十二恩賜林保護財産区特別会計・・・・・231 万 4 千円
小金沢土室山恩賜県有財産保護組合
西原分収益事業特別会計・・・・・・・・・・・・246 万 8 千円
秋山財産区特別会計・・・・・・・・・・・・・・867 万 6 千円
西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区特別会計・・・・218 万 8 千円

▲ ▲ ▲

 特別会計 

①

②
③④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

歳入総額 102億8,276万 4千円

①市　税……………………………30 億 8,049 万 6 千円（30.0％）
②分担金・負担金……………………1 億 4,647 万 7 千円（1.4％）
③使用料・手数料……………………1 億 1,474 万 8 千円（1.1％）
④ そ の 他 自 主 財 源（ 財 産 収 入、 寄 附 金、 繰 入 金、 繰 越 金、 諸 収 入 ）
…………………………………………5 億 2,081 万 1 千円（5.1％）
⑤地方交付税………………………33 億 3,110 万 3 千円（32.4％）
⑥国庫支出金………………………9 億 1,204 万 5 千円（8.9％）
⑦県支出金……………………………5 億 8,177 万 3 千円（5.7％）
⑧ 市 債 ……………………………………8 億 4,670 万 円（8.2 ％）
⑨その他依存財源（地方譲与税・各種交付金）…7 億 4,861 万 1 千円（7.2％）

▲ ▲ ▲
 一般会計歳入の内訳

①総務費……………………………11 億 1,624 万 8 千円（10.9％）
②民生費……………………………29 億 2,295 万 1 千円（28.4％）
③衛生費……………………………13 億 6,753 万 4 千円（13.3％）
④農林水産業費………………………2 億 7,341 万 8 千円（2.7％）
⑤商工費…………………………………1 億 6,436 万 円（1.6 ％）
⑥土木費……………………………12 億 1,949 万 5 千円（11.9％）
⑦消防費………………………………6 億 5,765 万 2 千円（6.4％）
⑧教育費………………………………8 億 2,392 万 7 千円（8.0％）
⑨公債費……………………………15 億 3,556 万 5 千円（14.9％）
⑩その他（議会費、労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費）…2 億 161 万 4 千円（1.9％）

自主財源（37.6％）
38 億 6,253 万 2 千円

依存財源（62.4％）
64 億 2,023 万 2 千円

歳出総額 102億8,276万 4千円

▲ ▲ ▲

主な事業の内容（一般会計）

▲ ▲ ▲

 企業会計予算　病院事業会計 
病院事業会計当初予算の収益的支出は 4億 971万 7千

円で、収益的収入は2億6,284万6千円を計上しています。
なお、収益的支出に対して不足する 1億 4,687 万 1千円
の当年度欠損金は、資本金を処分し、繰越利益剰余金に振
替えて補填します。

また、資本的収支は、収入として 1億 5,415 万 4千円、
支出として 1億 8,583 万 6千円を計上し、支出に対して不
足する 3,168 万円 2千円は、当年度分消費税および地方消
費税資本的収支調整額内部留保資金により補填します。
●問い合わせ　長寿健康課病院事業担当（☎ 62-4134）

■ 安心して健やかに暮らせる都市
●消防署消防ポンプ自動車購入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・4,535 万円
　老朽化などによる消防署の消防ポンプ車両を機能強化を考慮したうえで更新する事業
●消防団詰所建設事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,053 万 1 千円
　老朽化などによる消防団の詰所を新築する事業　　 　　　　　　　　　　　など

■ 高い水準の福祉都市
●子ども医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,156 万 2 千円

子どもの健やかな成長と保護者の経済的な負担を軽減するために、通院・入院と　　　　　　　　　　　　　　　　　　
もに中学生までの医療費を無料化する事業

●産婦健康診査助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100 万円
健康診査の費用を助成することにより、子育て期に向けて切れ目のない支援体制を図る事業など

■ 学びの文化交流都市
●市立図書館外装等改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・1,625 万 4 千円

建物の長寿命化を図るため、市立図書館の外装などを改修する事業
●空調設備整備事業（島田小学校・秋山小学校）・・・・・・・・・592 万 8 千円

児童の健康面の安心および安全を確保、教育環境の質的な向上を図る事業　  など

■ きらりと光る産業都市
●中山間地域総合整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,500 万円

農業の生産条件が不利な地域を整備し、農業・農村の活性化と地域の国土や環境の保全
などを図る事業

●農業次世代人材投資資金交付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・750 万円
就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、新規就農者を補助する事業　　　　　など

■ 利便性の高い快適な都市
●中央自動車道スマート IC 関連事業・・・・・・・・・・・・1 億 6,428 万 1 千円
　談合坂スマート IC 設置に伴う道路改良工事や NEXCO への工事負担などを行う事業
●四方津駅バリアフリー化整備事業・・・・・・・・・・・・・・2,608 万 8 千円
「上野原市バリアフリー基本構想」などに基づき、四方津駅周辺地域のバリアフリ
ー化を推進する事業　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

■ 市民と行政が連携した都市
●地方創生関連事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・385 万 4 千円
　うえのはら市民討議会や協働事業推進のための補助事業などを実施することで、
　地方創生を促進する事業
●放課後子ども教室推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76 万 6 千円

放課後の子ども達が安心して過ごせる場所を確保するための事業　  　　　　など

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成

　
　
　

今
年
度
当
初
の
一
般
会
計
の

総
額
は
、１
０
２
億
８
２
７
６

万
４
千
円
で
、
前
年
度
の
当

初
予
算
（
骨
格
予
算
）
に
比

べ
て
６
億
１
８
６
５
万
４
千

円
（
５
・
７
％
）
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

骨
格
予
算
で
あ
っ
た
前
年

度
よ
り
減
少
し
た
主
な
要
因
と

し
て
は
、大
型
継
続
事
業
の
「
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
終

了
や
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
事

業
」
の
事
業
最
終
年
度
に
よ
る

事
業
費
の
大
幅
な
減
少
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

前
年
度
に
引
続
き
「
上
野
原
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
民
が

安
全
・
安
心
に
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
地
域
基
盤
の
整
備
や
若

者
世
代
に
対
す
る
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
支
援
に
重
点
を
置
く
な

ど
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
な
る
よ
う
に
事
業
の
成
果

や
施
策
の
優
先
度
を
精
査
し
、
財

源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
努

め
ま
し
た
。
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空
き
家
バ
ン
ク
制
度

●
制
度
概
要　
こ
の
制
度
は
、
空

き
家
を
貸
し
た
い
方
と
空
き
家

を
利
用
し
た
い
方
を
結
び
つ
け

る
制
度
で
す
。
な
お
、
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
の

情
報
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
の
う
え
利
用
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
物
件　
個
人
が
居
住
を
目

的
と
し
て
建
築
さ
れ
た
住
宅
で

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
物
件
が

対
象
で
す
。
な
お
、
賃
貸
や
分

譲
な
ど
の
営
業
を
目
的
と
す
る

物
件
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
老

朽
化
な
ど
で
危
険
な
物
件
や
権

利
関
係
に
問
題
が
あ
る
物
件
な

ど
も
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

●
人
気
物
件　
都
心
に
は
無
い
居

住
環
境
が
人
気
で
す
。
具
体
的

に
は
、
賃
貸
物
件
、
一
軒
家
、

隣
家
と
離
れ
た
物
件
、
庭
や
畑

付
き
の
物
件
、
ペ
ッ
ト
が
飼
え

る
物
件
、
低
家
賃
、
古
民
家
な

ど
で
す
。

●
契
約
交
渉　
市
で
は
、
不
動
産

関
係
法
令
に
よ
り
契
約
交
渉
は

行
い
ま
せ
ん
。
市
が
紹
介
す
る

第
三
者
機
関
に
仲
介
手
数
料
を

負
担
の
う
え
依
頼
さ
れ
る
か
、

個
人
間
で
交
渉
さ
れ
る
か
を
選

択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
登
録
方
法　
お
手
数
で
す
が
、

ご
連
絡
願
い
ま
す
。
制
度
詳
細

を
ご
説
明
の
う
え
、
必
要
書
類

な
ど
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業

●
事
業
概
要　
移
住
の
受
皿
と
な

る
住
宅
を
確
保
す
る
た
め
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
に
登
録
の
う

え
、
賃
貸
借
さ
れ
る
物
件
を
対

象
と
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

に
要
す
る
経
費
の
1
/
2
で
上

限
50
万
円
ま
で
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
売
買
さ
れ
る

物
件
は
継
続
的
な
受
皿
と
は
な

ら
な
い
た
め
、
補
助
の
対
象
外

で
す
。

●
補
助
要
件　
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

で
す
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
3
年
間

以
上
継
続
し
て
登
録
す
る
こ
と

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
対
象
工
事　
対
象
工
事
は
、
内

外
装
の
改
修
や
設
備
の
更
新
な

ど
で
関
係
法
令
に
違
反
し
な
い

工
事
な
ど
で
す
。

●
申
込
方
法　
事
前
に
ご
相
談
い

た
だ
き
ま
す
。
工
事
内
容
を
確

認
の
う
え
、
必
要
書
類
な
ど
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。

移
住
者
住
宅
取
得
等
補
助
事
業

●
事
業
概
要　
新
た
な
地
域
の
担

い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
移
住
者
を

対
象
と
し
て
、
住
宅
取
得
な
ど

に
伴
う
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
の

5
％
で
最
大
1
5
0
万
円
ま

で
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

●
補
助
対
象　
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

で
す
。

・
市
内
に
永
住
ま
た
は
5
年
間
以

上
居
住
す
る
こ
と

・
市
外
に
5
年
間
以
上
居
住
し
て

い
た
こ
と

・
金
融
機
関
か
ら
10
年
間
以
上
で

1
0
0
0
万
円
以
上
の
借
入
れ

が
あ
る
こ
と

・
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
転

入
し
、
そ
の
時
点
で
49
歳
以
下

で
あ
る
こ
と

・
地
域
の
自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
申
込
方
法　

転
入
日
か
ら

1
8
0
日
以
内
に
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
ご

相
談
の
う
え
、
申
請
手
順
や
必
要

書
類
な
ど
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

創
業
融
資
利
子
補
助
事
業

●
事
業
概
要　
新
た
に
事
業
を
始
め

る
方
を
支
援
す
る
た
め
、
創
業
融

資
に
係
る
支
払
い
済
み
の
利
子
額

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

●
補
助
対
象　
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

で
す
。

・
対
象
と
な
る
融
資
を
受
け
て
利
子

を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

・
市
内
に
住
所
及
び
事
業
所
を
有
し

て
い
る
こ
と

・
風
俗
営
業
な
ど
の
公
序
良
俗
に
反

す
る
事
業
、
宗
教
や
政
治
活
動

な
ど
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

・
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
新
規

創
業
し
た
こ
と

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
申
込
方
法　
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
対
象
要
件
を
確
認
の

う
え
、
必
要
書
類
な
ど
の
ご
案

内
を
し
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
と
市
出
身
者
と
の
交
流
機
会
の

創
出
に
よ
り
、
移
住
定
住
の
促
進
の
ほ
か
、
市

を
応
援
し
て
く
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
同
窓
会
へ
の
支
援
事
業
（
補
助
金
最
大

５
万
円
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件

・
市
内
の
同
一
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
な
ど
の
卒
業
生
で
開
催
す
る
こ
と

・
平
成
30
年
度
末
時
点
で
の
参
加
者
の
年
齢
が

25
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
市
内
の
飲
食
店
な
ど
で
開
催
す
る
こ
と

・
市
外
居
住
者
５
人
以
上
を
含
む
15
人
以
上
が

参
加
す
る
こ
と

・
市
の
情
報
提
供
の
機
会
を
設
け
る
こ
と　
な
ど

※
予
算
が
無
く
な

り
し
だ
い
、
終

了
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
施
策
と
し
て
、
次
の
事
務
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
支

出
す
る
も
の
と
し
、
実
施
期
間
は
、
平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
限
付

き
と
な
り
ま
す
。

移住・定住政策！市も全力で取り組みます !!

人口減少問題に立ち向かう !!

移住・定住政策   　　　問い合わせ　企画課特命 IJU 担当（☎ 62-3118）

みなさんも
ご協力を
お願いします。最大５万円！

『同窓会』を支援します !!

上野原市同窓会支援事業のお知らせ  問い合わせ　企画課特命地方創生担当（☎ 62-3118）

活用しよう
同窓会支援
事業

ご協力ください！
5月号から穴あきを廃止します !!

広報うえのはら穴あき廃止のお知らせ  問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

ご理解・
ご協力を
お願いします

広
報
う
え
の
は
ら
で
は
、
今
月
号
か
ら
穴
あ
き

を
廃
止
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
質
の
向
上

　　
広
報
う
え
の
は
ら
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
イ
ル

ブ
ッ
ク
な
ど
に
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

穴
あ
き
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
穴
あ

き
を
想
定
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
は
、
様
々
な
デ
ザ

イ
ン
上
の
制
約
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
の
自
治
体
広
報
誌
で
は
、
そ
の
よ

う
な
制
約
の
解
消
や
印
刷
費
抑
制
の
観
点
か
ら
、

穴
あ
き
を
廃
止
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
広
報
う
え
の
は
ら
で
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、総
合
的
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

穴
あ
き
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市民のみなさんと市長とのふれ愛トーク　【申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当 ☎ 62 − 3118】

▼ 日時・場所　　5 月 29 日（火）午前９時〜 11 時、市役所市長室

▼ 対象・方法　　1 人または 1 組（5 人程度）を対象に、１日３組を受け付け、対話時間はおおむね 20 分間です。

山
梨
県
の
東
の
玄
関
口

上
野
原
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点

4
月
か
ら
上
野
原
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
棟
「
ソ
ア
ー
ル
プ
ラ
ザ
」、
地

域
活
性
化
施
設
「
ふ
ら
っ
と
上
野

原
」、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ

じ
み
」
の
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
駅
の
北
口
広
場
利
用

に
お
い
て
、
通
勤
通
学
、
登
山
客

な
ど
で
利
用
が
集
中
す
る
時
間
帯

は
、
駅
前
広
場
で
の
安
全
面
が
不

安
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
南
口
駅
前
広
場
の
整
備

に
よ
り
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

駅
前
空
間
に
そ
の
姿
を
変
え
、
市

内
外
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
上
野
原
市
の
観
光
は

駅
と
山
の
二
点
間
の
移
動
で
完
結

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
後
は
こ
の
観
光
施
設
「
ふ

ら
っ
と
上
野
原
」
を
橋
渡
し
に
、

登
山
に
限
ら
ず
、
多
く
の
観
光
施

設
・
資
源
を
点
か
ら
線
へ
と
結
び
、

上
野
原
の
観
光
が
円
と
な
っ
て
発

展
し
て
行
く
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ

じ
み
」
に
つ
い
て
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
誰
も
が
最
期
ま
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
施
設
と
し
て
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
先
日
、
集
団

検
診
が
行
わ
れ
、
延
べ
60
台
の
検

診
バ
ス
が
配
置
さ
れ
、
４
日
間
で

８
８
３
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
新
た
な
拠
点
施
設
は
、

こ
れ
か
ら
長
い
間
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
み
な
さ
ん
に
深
く
愛
さ

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き
続

き
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市長のひと言　vol.92

上野原市長

江
え ぐ ち

口英
ひ で お

雄

市役所物見遊山 !!　vol.3

憩いの池
場所

▲

もみじホールレストラン裏　　　　
時間

▲

午前８時 30 分〜午後５時 15 分

　憩いの場でもある市役所の池。暖かい日の光を浴びながら、の
んびり過ごすコイの様子を眺めれば、時間の流れをゆったりと感
じることができます。こども園のお散歩コースにもなっていた穴
場スポット。市役所にお越しの際は、ぜひ、お立ち寄りください。

Moshimoshi  Mayor's Office
もしもしこちら  
市長室 !!

オ
コ
シ

タ
イ

通
信

vol. 13

上野原市
地域おこし協力隊

検索

ふらっと上野原f 上野原市地域おこし協力隊 Facebook
⇒日々発見したものを毎日更新中 !!

【https://www.facebook.com/uenohara.jp】

HP
観光サイト『ふらっと上野原』
⇒上野原市の観光情報を発信中 !!

【https://uenohara.jp】

オコシタイ通信　2 か月に 1 回程度、上野原市地域おこし協力隊の活動などを報告します。

協力隊の活動情報は、Facebook や観光WEBサイト「ふらっと上野原」でご確認ください。

あ
っ
と
い
う
間
に
桜
の
季
節
も
終
わ

り
5
月
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
、
梅
﨑
（
林
業
担
当
）
と
風

澤
（
移
住
担
当
）
の
他
に
、
今
年
度
か

ら
新
し
い
協
力
隊
が
2
名
加
わ
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
新
し
い
協
力
隊
を
紹
介

し
ま
す
。

30
年
度
も
協
力
隊
４
名
で
上
野
原
を

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

OKOSHITAI

弓
ゆ ん べ

部　槙
ま き こ

子（観光協会担当）

Profile
出身・・・神奈川県

年齢・・・31 歳

　観光担当として、上野原の魅力と可能性を幅広い視野でみつめ、多くの人に伝えてい
きたいと思います。この地域のすばらしい自然や穏やかな時間の流れを、芸術・文化の
面でも更に活かしていくことが目標です。
　また、今春、上野原駅南口に新設された地域活性化施設が上野原の良き玄関口として、
交流の場として、永くみなさまに愛されますよう努めてまいります。

上野原地域おこし協力隊

岩
いわさわ

澤　希
き え

依（NPO さいはら担当）

Profile
出身・・・東京

年齢・・・22 歳

　今年度から地域おこし協力隊として西原地区を中心に活動することになりま
した岩澤です。西原民としてまだまだ未熟者でありますが、西原の魅力を私自
身の体験や経験を通していろんな人に知って頂けるように精一杯頑張っていこ
うと思います。
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●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

保健師からのメッセージ　№65

うえのはら健康家族
Healthy Life

伝言板

今月の健康レシピ　№150 保健だより ●申込み・問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

★乳幼児健診

	 	 	

	 	 	 	

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時 5 月 9日（水）予約制
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 31年 4

月 1日までに 40歳以上になる方
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 マンモグラフィ検査
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成31年 4月

1日までに 20歳以上になる女性
　　　　　　　　　　※性経験のない方は、子宮頸がんの発生がほとんどないと

医学的に考えられています。

◎検 診 料	 上野原市立病院	1,000 円
　　　　　　　	※市立病院での検診は、経腔エコー検査も含まれています。

　　　　　　	その他の病院		1,500 円
◎内 容	 子宮頸がん検診
◎医療機関	 上野原市立病院（上野原市）、武者医院（大

月市）、稚枝子おおつきクリニック（大月市）、
磯部医院（都留市）、都留市立病院（都留市）、
クアハウス石和（笛吹市）相模原赤十字病
院（相模原市）

◎ 申 込 み　保健担当へ電話で申し込みください。
　　　　　　　　　　※市の集団検診との重複受診はできません。

★歯周疾患検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 31 年 4

月 1 日までに 40 歳・45 歳・50 歳・55
歳・60 歳・65 歳・70 歳になる方

　　　　　　　　　　  ※ 40 歳と 45 歳になる方は無料で受けられます。

◎検 診 料 800 円
◎医療機関 県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話で申し込みください。

実施日 該当児
4か月児 5月7日（月） H29年12月1日〜12月31日生
9か月児 5月7日（月） H29年 7月 1日〜 7月31日生
1 歳 6 か 月 児 5月15日（火） H28年 9月 1日〜 10月 31日生
3 歳 児 5月16日（水） H27 年 1 月 1 日〜 1 月 31 日生
5 歳 児 5月30日（水） H25年 4月2日〜5月31日生

作り方
ボールに A の材料を入れて、手でよく混ぜる。そ
の上に重曹を全体に行きわたるように散らし、さ
らにお酢も散らし入れる。
別の容器に牛乳と卵を入れかき混ぜておく。
①の中に②を少しずつ入れて、はしでかき混ぜ、
その後手で耳たぶくらいの固さにこねる。
めん棒で１cm の厚さにのばし、７cm ×１．２cm
くらいの短冊に切る。
切ったものを少しねじって１８０℃に熱した油で
きつね色になるまで揚げ、グラニュー糖をまぶし
てできあがり。

『かりんとう』
上野原市食生活改善推進員オススメ

今月は、秋山地区で昔から食べられているおすすめお
やつです。ごまの代わりに「ゆずの自家製マーマレード」
が入ったものはさわやかな香りで後を引きます。
お好みでアレンジしてみてください。

かりんとう

材料の分量　
材料 分量 材料 分量

A

中力粉 700g 酢 100cc

強力粉 300g 重曹 30g

砂糖 350g 牛乳 250cc

黒ごま 50g 卵 M サイズ 2 個

２	

１	

３	

みなさんは受動喫煙という言葉を聞いたことがあ
りますか？受動喫煙とは自分はタバコを吸わないけれ
ど、他の人が吐き出すタバコの煙や、火種から立ちの
ぼる煙を吸い込んでしまうことをいいます。
タバコを吸わない人がわずか30分の受動喫煙を受

けただけでも、血管の内側の細胞は傷ついてしまい、
心臓に酸素や栄養を送る血管がしなやかでなくなりま
す。受動喫煙を防ぐことで心臓発作が減ることが分か
っています。

今月のテーマ

『受動喫煙を防ぎましょう！』

4	

5	

家族を受動喫煙から守るために家の外でタバコを
吸うという人も多いと思いますが、たとえ吸うのが家
の外でも部屋に戻ってからの呼気に含まれる煙を家族
が吸うことで、受動喫煙を起こしています。
自分を受動喫煙から守るためにも、周りにタバコを

吸っている人がいれば是非禁煙するよう勧めて下さ
い。病院受診しながら禁煙する方法として、上野原市
立病院で禁煙外来を行っています。詳しくは上野原市
立病院（62-5121）までお問い合わせください。

『1 日人間ドック』のご案内

■対象者　35歳以上 74歳以下の国民健康保険加
　　　　　入者、75歳以上の人
■申込み　各実施機関に直接申し込みください。

● 問い合わせ　市民課国保年金担当（☎62-3112）

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎
上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり
仁和会総合病院健診センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物など、詳細は各実施機関へお問
　いあわせわせください。
※市の集団健診との重複受診はできません。

脳ドックを受診しよう
（上野原市立病院）

▼ 	基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部MRI・MRA▲

	検診料金　32,400 円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査 5,940 円（税込）

▼ 	実施日時　5 月 26 日（土）午後、6 月 23 日（土）午後▲

	定　　員　4 名
※詳しくは、お問い合わせください。
●	問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

15      広報うえのはら　平成 30 年 5 月号　　　　　 広報うえのはら　No.159     14



も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

　
利
用
し
よ
う
　

   

障
害
者
扶
養
共
済
制
度

●
内
容
　
こ
の
制
度
は
、
毎
月
一

定
の
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
保
護
者
に
万
が
一
（
死
亡
・

重
度
障
害
）
の
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
、
障
害
の
あ
る
人
へ
終
身

年
金
を
支
給
す
る
任
意
加
入
の

制
度
で
す
。

●
加
入
要
件

《
保
護
者
》
障
害
の
あ
る
人
を
現
に

扶
養
し
て
い
る
保
護
者
で
次
の

全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

　

①
山
梨
県
内
に
住
所
が
あ
り
、

4
月
1
日
時
点
で
65
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。
②
特
別
の
疾
病
ま

た
は
障
害
が
な
く
、
生
命
保
険

契
約
の
対
象
と
な
る
健
康
状
態

で
あ
る
こ
と
。

《
障
害
者
》
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
障
害
の
あ
る
人
で
、
将
来

  

平
成
30  
年
度

  

児
童
福
祉
週
間

今
年
度
の
標
語

「
あ
と
一
歩　
力
に
な
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
思
い
」

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
５
月

５
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
か
ら
１

週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
児

童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
を

行
う
た
め
、
各
地
で
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
や
健
や

か
な
育
ち
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ  

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

    
里
親
家
庭
募
集
！

　
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

里
親
制
度
は
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
ま
た

は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
を
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い

理
解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
の
下
で

養
育
す
る
制
度
で
す
。
家
庭
で
の

生
活
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
成
長

す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
特
定

の
大
人
と
愛
情
関
係
の
中
で
養
育

独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

①
知
的
障
害

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
3

級
所
持
者

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な

障
害
の
あ
る
人
で
、
そ
の
障
害

の
程
度
が
①
ま
た
は
②
の
人
と

同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
人

●
制
度
の
主
な
特
色

・
毎
月
2
万
円
の
終
身
年
金

・
付
加
保
険
料
が
必
要
な
い
た
め

掛
金
が
割
安

・
掛
金
は
所
得
控
除
の
対
象
に
な

る
た
め
、
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減

・
都
道
府
県
・
指
定
都
市
が
実
施

し
て
い
る
公
的
制
度

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

議
室
A
・
相
談
室

●
内
容　
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の

人
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判
定

や
、
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
の
相
談

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
5
月
31
日
（
木
）

　

※
要
予
約

●
主
催　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

の
災
害
情
報
（
日
時
・
場
所
・
災

害
種
類
な
ど
）
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

災
害
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
上
野
原
市
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
☎
56

−

7
7
8
2【

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
庶

務
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
2
）

  

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
記
念

  

講
演
会
『
女
と
男
の
人
間
学
』

●
日
時　
6
月
9
日
（
土
）
午
後

救
急
車
を
上
野
原
市
消
防
署
・
棡

原
出
張
所
・
秋
山
出
張
所
か
ら
出

動
さ
せ
ま
す
。
消
防
車
・
救
急
車

な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
１
１
９

番
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
応
急
手
当
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
》

１
１
９
番
を
受
け
付
け
た
通
信

指
令
員
は
、
通
報
者
の
方
に
心
肺

蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど
の
応
急
手

当
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
電
話
口
で
応
急
手
当
の
方
法

を
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
》

市
内
で
発
生
し
た
火
災
・
救
助

市では、就学に必要となる費用負担を軽減す
る目的で、修学資金をお貸しいたします。▲

募集人数　各学年 3 名程度▲

募集期間　5 月 1 日（火）〜 5 月 15 日（火）▲

貸付金額　月額 5 万円▲

貸付期間　12 か月分を限度▲

貸付対象者　市または市立病院での勤務を
目指し、看護師、保健師、助産師の資格取
得のために 4 月 1 日以降看護学生として
学業に励む人

※貸付金返済免除の規定があります。
　まずはご確認ください。

【問い合わせ】
長寿健康課病院事業担当（☎ 62-4134）

市と市立病院では

看護学生を応援します！

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。
里

親
に
は
養
育
費
と
し
て
里
親
手
当
、

生
活
費
、
学
校
教
育
費
、
子
ど
も

の
医
療
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

里
親
制
度
に
関
心
を
も
た
れ
た
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
留
児
童
相
談

所
（
☎
45

−

7
8
3
8
）

 

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

 

の
お
知
ら
せ

●
日
時　
6
月
7
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

　
も
し
も
に
備
え
て
　

   

応
急
手
当
講
習
会
開
催

　●
日
時　
5
月
26
日（
土
）
午
前

9
時
〜
正
午

●
場
所　
消
防
本
部
庁
舎
2
階
会

議
室
（
上
野
原
市
松
留
5
1
4

　

番
地
8
）

●
内
容
　 

普
通
救
命
講
習
（
成
人

の
心
肺
蘇
生
法
・
A
E
D
使
用

方
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法
）

●
定
員　
15
名

●
受
講
資
格　
市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
、
在
学
の
中
学
生

以
上
の
人

●
申
込
み
期
限　
5
月
18
日
（
金
）

●
費
用
　
無
料
　

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当
（
☎

62

−

4
1
1
2
）

　

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

《
火
災・救
助・救
急
は
1
1
9
番
》

市
内
か
ら
１
１
９
番
を
か
け
る

と
山
梨
県
東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
（
都
留
市
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
緊
急
通
報

さ
れ
た
内
容
に
応
じ
て
消
防
車
や

1
時
30
分
〜
3
時

●
場
所　
ぴ
ゅ
あ
富
士 

大
研
修
室

　
（
都
留
市
中
央
3

−

9

−

3
）

●
内
容　
男
女
の
発
想
の
違
い
や

日
本
女
性
の
世
代
ご
と
に
違
う

意
識
・
価
値
観
を
分
か
り
や
す

く
話
し
、
あ
ら
た
め
て
家
庭
や

社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

を
考
え
る
。

●
講
師　
宮
本
ま
き
子
さ
ん
（
家
族

問
題
評
論
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

●
参
加
費　
無
料

●
問
い
合
わ
せ　
県
立
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
富

士
（
☎
45

−

1
6
6
6
）

開催内容 曜日 開催時間 参加料
室内運動
コース

月曜日
（12 回）

午 前 10 時
〜午後 1 時

※参加料につい
て は、 び り
ゅ う 館 に お
問 い 合 わ せ
ください。

※保険料は別途
かかります。

火曜日
（12 回）

対象者
市内に住所を有する 65 歳以上の人

元気いきいき事業とは
65 歳以上の方であればどなたでも利用でき
る自主活動型の運動教室です。プール運動や
マシンを使用した運動などを行います。

開催場所
①羽置の里びりゅう館（5月中旬〜）
申込方法
羽置の里びりゅう館に直接お申し込み
ください。	 （☎ 68–2100）
  

②秋山温泉（4月開催中）

申込方法
秋山温泉に直接お申し込みください。
（☎ 56–2611）

【問い合わせ】
長寿健康課地域包括支援担当（☎ 62–3128）

みんなで元気に！
びりゅう館と秋山温泉で開催

「元気いきいき事業」

長寿健康課からお知らせ

開催内容 曜日 開催時間 参加料
室内運動
コース

火曜日
（12 回）

午後１時
〜２時

１回５００円
※保険料は

別 途 か か
ります。

プール運動
コース

水曜日
（12 回）
木曜日

（11 回）
金曜日

（11 回）
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 金物・土木建築資材・塗料・水道部品・
物置・カーポート家庭用品・ガラス修理

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 やましん横

町の便利なお店

国道沿いに大きな駐車場あり
お買い物は、お車でどうぞ !!

有料広告 有料広告

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

2

−
15
湯
村
自
動
車
学
校
敷
地

内
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
6
7
1
）

康
課
保
健
師　

尾
形
葵
、
▼
長

寿
健
康
課
主
事　

坂
本
拓
也

〈
再
任
用
〉

　

▼
税
務
課
長　

石
井
明
文
、
▼

生
活
環
境
課
主
査　

守
屋
正
夫
、

▼
福
祉
課
上
野
原
こ
ど
も
園
主

査
保
育
士　

鈴
木
和
子
、
▼
長
寿

健
康
課
看
護
師　

加
藤
ま
す
み
、

▲

社
会
教
育
課
長　

尾
形
篤

〈
昇
任
〉

　

▼
市
民
部
長（
生
活
環
境
課
長
）

清
水
一
明
、▲

福
祉
保
健
部
長

久
島
和
夫
（
長
寿
健
康
課
長
）、

▲

生
活
環
境
課
長
（
税
務
課
）

尾
形
武
徳

〈
派
遣
〉

　

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

事
務
局
長
（
東
部
広
域
水
道
企

業
団
事
務
局
次
長
）
尾
形
修
、

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

（
議
会
事
務
局
）
中
村
牧
子
、

▼
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
業
務
課
長（
会
計
課
長
）

石
井
源
仁

〈
派
遣
解
除
〉

　

▼
秋
山
支
所
長
（
山
梨
県
東
部

広
域
連
合
）
佐
藤
雄
二
、
▼
生

活
環
境
課
（
山
梨
県
東
部
広
域

連
合
）
原
田
保
則
、
▼
生
活
環

境
課
（
東
部
地
域
広
域
水
道
企

業
団
）
上
條
貴
透
、
▼
経
済
課

《
第
2
回
》

・
6
月
30
日（
土
）
都
留
文
科
大

学
（
都
留
市
田
原
3

−

8

−

1
）

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

5
月
10
日（
木
）

〜
17
日（
木
）（
土
・
日
除
く
）

・ 

電
子
申
請　

5
月
7
日（
月
）

〜
14
日（
月
）

・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
で
検
索
）

●
願
書
受
付
場
所　
（
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

（
郵
送
可
）（
〒
4
0
0

−

0
0
2
6
甲
府
市
塩
部
2

−

た
は
電
話
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県
立

産
業
技
術
短
期
大
学
校
都
留
キ

ャ
ン
パ
ス
（
☎
43

−

8
9
1
1
）

　

平
成
30
年
度
危
険
物
取

扱
者
試
験
の
受
験
案
内

●
試
験
種
目
　
甲
種
・
乙
種
（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場
　

《
第
1
回
》

・
6
月
24
日（
日
）
山
梨
英
和
大

学（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

   
第
14  
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

   
参
加
団
体
募
集

●
日
時　
11
月
25
日（
日
）

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
後
援 　
市
教
育
委
員
会
ほ
か

●
応
募
資
格　
市
内
在
住
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
す
る
合
唱
団

●
申
込
方
法 

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限 　
5
月
31
日（
木
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
第
14

回
上
野
原
市
民
合
唱
祭
事
務
局　

本
田
（
☎
66

−

2
2
9
7
）

　
市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
、
市
職
員
の
人

事
異
動
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
順
不
同
、（　

）内
は

旧
所
属
）。
な
お
、
配
置
換
に
つ

い
て
は
、
課
長
級
職
員
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。

〈
新
規
採
用
〉

　

▼
企
画
課
主
事　

吉
原
稔
、
▼

税
務
課
主
事　

木
田
裕
成
、
▼

市
民
課
主
事　

伊
藤
澄
佳
、
▼

福
祉
課
巌
こ
ど
も
園
副
主
査
保

育
士　

上
條
裕
美
、
▼
長
寿
健

（
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
）
横
瀬
葵
、
▼
社
会
教

育
課（
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
）

上
條
千
花

〈
配
置
換
〉

　

▼
総
務
部
長
（
福
祉
保
健
部
長
）

野
崎
広
仁
、
▼
長
寿
健
康
課
長

（
税
務
課
長
）
上
條
昭
仁
、
▼

会
計
課
長
（
秋
山
支
所
長
）
石

井
優
俊

※
こ
の
他
に
、
27
名
の
職
員
が
配

置
換
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
退
職
〉〔
3
月
31
日
付
け
〕

　

▼
石
井
明
文
（
総
務
部
長
）、

▼
志
村
輝
雄
（
市
民
部
長
）、

▼
尾
形
篤
（
社
会
教
育
課
長
）、

▼
守
屋
正
夫
（
生
活
環
境
課
）、

▼
鈴
木
和
子
（
福
祉
課
）、
▼
鷹

取
己
知
子
（
福
祉
課
）、
▼
古

屋
美
保
（
福
祉
課
）、
▼
加
藤

ま
す
み
（
長
寿
健
康
課
）、▲

岡
部
ゆ
か
り
（
社
会
教
育
課
）

〈
再
任
用
任
期
満
了
〉

　

▼
安
留
俊
介
（
秋
山
支
所
）、

▲

佐
藤
良
一
（
秋
山
支
所
）、

▲

関
戸
一
功
（
生
活
環
境
課
）、

▲

長
田
光
喜
（
生
活
環
境
課
）、

▲

橋
本
茂
治
（
社
会
教
育
課
）

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
人
事
秘

　

書
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

 　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
都
留

キ
ャ
ン
パ
ス
能
力
開
発
講
座

●
日
時 　
7
月
開
講
予
定

●
場
所　
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
都
留
キ
ャ
ン
パ
ス(

都
留

市
上
谷
五
丁
目
７

−

35)

●
内
容　
①
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
第

一
回
）、
②
第
二
種
電
気
工
事

士
技
能
試
験
準
備
講
座
、
③
シ

ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
際

※
定
員
あ
り

※
都
合
に
よ
り
変
更
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

☎ 67-2311

職人が造る家
新築・リフォーム、住まいのことなら
なんでもお申し付けください !!

（有）和田工務店
〒 409 − 0111
上野原市棡原 9616

消防署よりお知らせ

高規格救急車
軽指令車を配備 !

消防署からお知らせ

花咲く春に
お部屋の
模様替えを !!

3 月 17 日（土）、甲府市のコラニー文化ホールで行わ
れた第 70 回山梨県消防記念式典で、次のみなさんが
表彰されました。

■ 平成 29 年度消防庁長官定例表彰《永年勤続功労章》
副団長　佐藤孝義、消防職員　野崎孝征
■ 平成 29 年度山梨県知事定例表彰《竿頭綬》
上野原市消防団
■ 平成 29 年度山梨県知事定例表彰《勲功章》
分団長　臼井明文、臼井弘明、原田富士夫、
　　　　山口和彦
消防職員　杉本桂司
■ 平成 29 年度（公財）日本消防協会定例表彰《功績章》
団長　福島一美
■ 平成 29 年度（公財）日本消防協会定例表彰《精績章》
副団長　小林一夫、分団長　臼井明文、山口和彦
■ 平成 29 年度（公財）日本消防協会定例表彰《勤続章》
団員　佐藤良一、原田寿文、渡辺幹根、東山智

【問い合わせ】
消防総務課庶務担当　（☎ 62-4112）

第 70回
日本消防協会定例表彰

より迅速な救命対応用に高度救命処置用資
機材を積載した新型高規格救急車１台を消
防署棡原出張所へ更新配備しました。

救急支援活動や進入困難な狭隘場所での災
害現場対応として軽自動車の新型軽指令車
１台を消防署本署へ更新配備しました。

【問い合わせ】
消防総務課庶務担当（☎ 62-4112）

新型高規格救急車

軽自動車タイプの
消防軽指令車
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も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

▲ ▲ ▲

5 月の各種相談日・申請期限・窓口業務
区　　分 日　　時 場　　所

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市総合福祉センター
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週月・木曜日（祝日除く）
午前 9：00 〜午後 4：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

農 地 売 買・ 賃 借
申 請 書 提 出

5 月の申請書提出期限
10 日（木）

上野原市農業委員会（経済課内）
☎ 62-3119

市 税 収 納・
納 税 相 談

27 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

市民課日曜窓口 27 日（日）
午前 9：00 〜正午

市民課カウンター 
☎ 62-3112

区　　分 日　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談 10 日（木）（要予約☎ 62-4133）
午前 10：00 〜午後 3：00 市総合福祉センター

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 父 子
家 庭 相 談

毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-4133

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00 市総合福祉センター

人 権 相 談 10 日（木）、25 日（金）
午前 10：00 〜正午

市総合福祉センター
10 日：３階会議室 D、27 日：２階生活相談室

行 政 相 談 21 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 初診 藤来 荒井 荒井 村田 賀来 内科医師
午前
予約

 賀来
三澤・荒井

岡本・村田
石井 藤来・花輪 花輪

濵・藤来
岡本・村田

進藤
竹内

第 3 土曜日・予約

神 経 内 科 午前 栗田 瀧山
小 児 科 午前 赤羽 牧野 村上 沢登 矢ヶ崎
小 児
心 臓 外 来 午後 喜瀬

第 4 水曜日・要予約

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常勤医師 長坂
外 科 午前 冨岡 遠藤 冨岡 外科非常勤医師 冨岡
胸 部 外 科 午後 平良  予約のみ

皮 膚 科 午前
大沼 三井午後 木下

整 形 外 科 午前 渡邉・樋貝 須田 戸島・樋貝 田・樋貝 金沢・樋貝

眼 科 午前 大野 徳田 大野
予約のみ

大野
（受付８:00 〜 10:00）

午後 杉谷

耳 鼻 咽 喉 科 午前 松岡 山本午後
泌 尿 器 科 午前 村石 小松

診療日 5/12・26

婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師
（受付８:00 〜 10:30）

西 原 診 療 所 午後 内科医師
第 1・3 木曜日のみ

秋 山 診 療 所 午前 岡本 古屋 上條
午後 岡本

※この案内は、4月11日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

※小児科の夜間・休日診療などは、「富士・東部小児初期救急医療センター」で行っています。
			富士東部小児初期救急医療センター（☎0555-24-9977）
※小児科予防接種の受付時間は、午後2時30分〜3時15分までです。
※診療の受付時間は、午前８時〜11時 30分、午後2時〜４時までです。
※電話での問い合わせ受付時間は、午前8時30分〜午後５時までです。

▲ ▲ ▲

上野原市立病院 5 月の外来診療　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

　

認
知
症
カ
フ
ェ「
は
る
カ
フ
ェ
」

参
加
し
よ
う

●
対
象　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
、
地
域
住
民
の
人

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。

●
日
時　
5
月
20
日（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
2
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
場
所　
に
ん
じ
ん
ホ
ー
ム･

上

野
原
（
上
野
原
5
2
2
）

●
内
容　
カ
フ
ェ
と
ラ
ン
チ
、
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
（
気
軽
な
お
し

ゃ
べ
り
）、
介
護
な
ど
の
相
談
、

体
操

※
お
茶
と
お
菓
子
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
自
由
に
お
召
し
上
が
り

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

工
事
に
伴
い
発
生
す
る
騒
音
、 

粉
じ
ん
の
抑
制
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
努
力
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し 

ま
す
。  

●
問
い
合
わ
せ　
神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務

所
相
模
ダ
ム
管
理
所  

（
☎

0
4
2

−

6
8
4

−

3
5
2
1
）

　

 

熱
い
戦
い
が
こ
こ
に
あ
る
!!

　
第
13
回
上
野
原
市
体
育
祭
り

●
日
時　
5
月
27
日（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

●
場
所　
上
野
原
中
学
校
屋
内
運

動
場

※
種
目
に
よ
り
開
催
日
時
が
異
な

り
ま
す
。

●
種
目　
軟
式
野
球
、
卓
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
弓
道
、
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

計
14
種
目

※
競
技
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
社
会

教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

く
だ
さ
い
。

※
『
は
る
カ
フ
ェ
』
は
、
対
象
と

な
る
人
が
気
軽
に
の
ん
び
り
集

え
る
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
気
軽
な
気
持
ち
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事
業

で
す
。

●
費
用　
無
料　
　

※
昼
食
は
希
望
制
で
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
に
ん
じ
ん
ホ
ー

ム
・
上
野
原 

（
☎
62

−

6
2
2
2
）

  

ご
協
力
く
だ
さ
い
　

  『
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
』開
始

●
工
事
名　
相
模
貯
水
池
堆
積
土

砂
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事 

●
目
的　
相
模
湖
の
上
流
域
の
災

害
防
止
な
ど

●
場
所　
桂
川
橋
か
ら
下
流
の
桂

川 

●
期
間　
5
月
下
旬(

予
定)

〜

平
成 

31
年
3
月
末
ま
で  　

 

●
内
容　
堆
積
土
砂
掘
削
、
運
搬
、

仮
置
き
、
搬
出
の
各
作
業 

※
し
ゅ
ん
せ
つ
量
は
15
万
㎥
の
予

定
で
す
。

※
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
特
設
人
権
相
談
所
開
設

●
趣
旨　
住
民
か
ら
の
人
権
問
題

な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
と
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周

知
を
図
る
。

●
日
時
　

5
月
10
日
（
木
）・
25

日
（
金
）

●
場
所
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
生
活
相
談
室

●
相
談
内
容　
い
じ
め
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
問
題
、
東
日
本
大
震

災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
な

経済産業省は、平成 30 年 6 月１日現在で、
製造業に属する事業所を対象に「平成３０年
工業統計調査」を実施します。５月下旬から
対象の事業所には調査員が伺いますので、皆
様の調査へのご理解・ご協力をよろしくお願
いします。

【問い合わせ】　
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

ご協力ください !
平成 30 年工業統計調査

大切な調査
　です！

ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
事
柄

●
費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
あ
た

り
ま
す
。

※
毎
月
広
報
う
え
の
は
ら
で
各
種

相
談
日
・
申
請
期
限
・
窓
口
業

務
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）
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誕生▲

甲東地区
　市川心

こ こ ろ

結（貴章）
　和智優

ゆ う き

輝（浩）▲

巌地区
　和智郁

ふ み の

乃（宏樹）▲

上野原地区
　杉本大

だ い ち

知（貴広）
　山口莉

り お

央（剛）
　由森陽

ひ な と

翔（清也）

婚姻▲

島田地区
木口哲良＝山本聖子

死亡▲

甲東地区
　久島一男（三𠮷）
　和智孝𠮷（升子）
　和智 矢（安也香）▲

巌地区
　小俣長二（勲）
　上條昭治（正彦）
　保坂美代子（弘）
　萩原時江（雅之）

▼上野原地区
　荒井武（文男）
　上條長德（浩一）
　古家勇勝（高光）
　森屋秀雄（手塚純子）▲

棡原地区
　岡部髙雄（秀夫）
　加藤竹子（栄一）
　水越貞治（仁）
　吉村京子（賢之）
　奥田アサヂ（隆夫）▲

西原地区
　長田通幸（厚年）▲

秋山地区
　小俣くに子（貴久）

（　）は、誕生の場合が保護者、死亡の

場合が届出人です。【敬称略　順不同】

＝3月届出分＝

●『たまひよママのお茶会』棡原地区

【日　時】　5 月 24 日（木）午前 10 時〜正午
【場　所】　棡原保育所

【内　容】　砂場や滑り台がある広いお庭で、地域のお年寄
                 りやお姉さんたちと親子一緒に遊べます。

【問い合わせ】   代表者  互井（☎ 090-3212-2262）

すくすく育て
うえのはらっ子

〜我が家の主役〜

● 子育てサロン『あそびにおいでよ！』
【日　時】　5 月 10 日（木）、24 日（木）
　　　　   午前 10 時〜正午

【場　所】　新一区集会所
【内　容】　親子が安心して遊べ、ママ友がつくれる。
               子育ての悩みなどを気軽に相談できる第 2
               の実家のような場所です。

【問い合わせ】   代表者 作田（☎ 090-9134-7827）

おめでた・おくやみ

市では、上野原こども園内と巌こども園内の２か所に、子育て支援センターを設置しています。
子育て支援センターは、親子で自由に遊ぶことができ、親同士の交流や情報交換、悩みの相談ができる場所です。
毎月、誕生会、お話広場、子育て講座など、多数行事を行っています。ぜひ、ご利用ください。

〜 子育て応援掲示板 〜

●『島田子育て＆地域カフェ』
【日　時】　5 月 10 日（木）午前 10 時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター
※息抜きやお友達づくりにどうぞ。
※別室には、100 円で利用できる地域のみなさんのた

めのお茶のみコーナーがあります。
【問い合わせ】   代表者  佐藤（☎ 63-1519）

●『たまひよ DX』
【日　時】　5 月 26 日（土）、午前 10 時〜正午
【場　所】　コモア内ノース 1 丁目集会所
【内　容】　『たまひよ DX』は、成長・発達がゆっくり。
　　　　　マイペース？なお子さん（18 歳位まで）
　　　　　の健やかな育ちを願う会です。

【問い合わせ】　代表者 森本（☎ 080-5112-3142）
※日時が変更することがあります。参加を希望者はご連絡ください。

〜 子育てサポート情報 〜

ソフトドリンク1杯サービス

       S
IEG

上
野

原
3632　

☎
0554（

63）2882
ラ

ン
チ

プ
レ

ー
ト
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注
文

で

広報うえのはら

おトクーポン

Cafe ＆ Restaurant

ジ
ー

ク

S
サ

イ
ズ

上野原地区　　若
わかばやし

林 弦
げん

くん （4 歳 0 か月）

真紀さんの長男
“ あいさつのきちんとできる子になってね ”

レギュラー珈琲無料!

SLO
W

 LIFE
上

野
原

4006-8
☎

0554（
56）8058

SLOW
 LIFE

で
夜

の
お

食
事

を
さ

れ
た

方
は

広報うえのはら

おトクーポン

正札の30％
引

ファミリーショップ　ハ
ラ

ダ
上

野
原

2012　
☎

0554（
62）3225

国
産

品
グ

ン
ゼ

、
肌

着
、

男
性

用
・

婦
人

用
各

種

広報うえのはら

おトクーポン

クーポンは、
切り取ってお使いください。

広報うえのはら

おトクーポン

●『子育てサロン＊ぽかぽか＊ひろば』
【日　時】　5 月 22 日（火）、ベビーマッサージ午前 10 時〜 11 時、

　　　　　　　リトミック午前 11 時〜正午、ジュニアリトミ
　　　　　  ック午後 4 時〜 5 時

【場　所】　コモア内ウエスト 4 丁目集会所
【内　容】　リズム体操、工作、親子で楽しむ簡単料理など
【問い合わせ】　山本（☎ 090-4420-3521）
　　　　　　　　　  （☎ 63–6623）

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、
企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

【対象者】　
　市内に住所がある人、市内に勤務されている人、市
内の学校に在学している人で次の項目に該当する人

・就学前のお子さんと保護者
・妊婦さん
・子育て支援活動をされている人
【利用期間】　
　毎週月曜日〜金曜日（祝日・年末年始を除く）
【利用時間】　
　午前9時〜午後0時 30分、午後2時 30分〜 4時
※相談受付：午前8時 30分〜午後4時 30分
※ランチルーム：午前11時 30分〜午後0時 30分

●子育て支援センターを利用しよう !!

【場所】
上野原こども園内、巌こども園内
※わからないことがありましたら、気軽にお問
い合わせください。

●問い合わせ　
　上野原子育て支援センター（☎56-8351）、
　巌子育て支援センター（☎62-6201）

上野原地区　志
し む ら

村 陸
り く と

翔 くん （4 歳 11 か月）

祐司さん、浩惠さんの長男
“ わんぱく息子 !! たくましく元気に育ってね♡ ”

お
ト
ク
ー
ポ
ン

協
力
店
募
集
中

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企画課政策推進担当
☎ 62−3118

お
ト
ク
ー
ポ
ン

協
力
店
募
集
中

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企画課政策推進担当
☎ 62−3118
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一 般 書
◇『庭』

　小山田浩子／著　新潮社

◇『オリンピックへ行こう！』
　真保裕一／著　講談社

児 童 書
◆『モンスター・ホテルでプレゼント』
　柏葉幸子／作　高畠純／絵　小峰書店

◆『波うちぎわのシアン』

　斉藤倫／作　まめふく／画

絵 本
○『さとやまさん』
　今森光彦／写真　工藤直子／文　アリス館

図書館イベント

※ライブラリーキッズルーム終了後、幼児と保
護者を対象に会議室を解放します。ぜひご
利用ください。

《開館時間》
●水・金・土・日　午前 9 時 30 分〜午後 5 時
●火・木　午前 9 時 30 分〜午後 7 時

【問い合わせ】市立図書館　☎ 63-5241

♯137

スマイル
ニュース

SMILE NEWS

リンデン
だより

LINDEN DAYORI

◆子ども映画会『バットマン』
日時　5 月 12 日（土）午前 10 時〜11 時 20 分
　　　 午後 2 時〜 3 時 20 分
◆おはなし会

『おべんとうばこのなかから』ほか
日時　5 月 19 日（土）午後 2 時 30 分〜
◎たんぽぽ会
◆親子文芸講座『押し花教室』

日時　5 月 26 日（土）午後 2 時〜

◆リンデンドーム朗読館
『お母さんに手紙をください』稲沢裕子／編集ほか

日時　5 月 27 日（日）午後 2 時〜
◎上野原朗読の会

◆ライブラリーキッズルーム
〜子どもおはなし図書館〜『おしくらまんじゅう』

日時　5 月 15 日（火）午前 11 時〜

定休
日／

水曜
　営

業時
間
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〜
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※
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。
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市立図書館

「今年度の活動を市長に報告」
（男女共同参画推進委員会）

【問い合わせ】市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）☎ 62-3117

　 上 野 原 市 の 審 議 会 女 性 委 員 の 割 合　
１５．６％（目標３０％以上）
　平成２８年度版の「上野原市男女共同
参画　年次報告」が公表されています。
　それによると、平成２８年度に設置さ
れた２０の審議会の女性委員の割合は 
１５．６％でした。前年度より０．５％上
回っているものの、目標の３０％には 大
きく及びません。
 　２０の審議会のうち、給食調理場運営
委員会、図書館協議会、介護認定審査会
では 約半数が女性委員です。しかし、ス
ポーツ振興審議会や都市計画審議会など
９つの審議会で、女性委員０人になって
います。
 委員は専門性が必要なものが多いので、
すぐに適任者を増やせるわけではあり
ませんが、 働き続ける女性、リーダーに
もなれる女性を育てていく、 その環境づ
くりを一歩一歩継続していくことが求め
られます。
 

お
ト
ク
ー
ポ
ン

協
力
店
募
集
中

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企画課政策推進担当
☎ 62−3118

お
ト
ク
ー
ポ
ン

協
力
店
募
集
中

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企画課政策推進担当
☎ 62−3118

定休
日／

水曜
　営

業時
間

/9
：0

0〜
18

：0
0

※
本

券
1

枚
に

つ
き

1
名

様
ま

で
使

用
可

能
で

す
。

※
本

券
を

使
用

す
る

場
合

は
、

必
ず

清
算

時
に

提
示

し
て

く
だ

さ
い

。
　

な
お

、
本

券
の

使
用

は
現

金
払

い
の

み
有

効
で

、
他

の
割

引
・

　
サ

ー
ビ

ス
の

併
用

は
で

き
ま

せ
ん

。
※

コ
ピ

ー
の

使
用

は
不

可
※

ク
ー

ポ
ン

券
は

、
現

金
と

の
お

引
き

換
え

は
で

き
ま

せ
ん

。
※

有
効

期
限

：
20

18
年

5
月

末
日

ま
で

Column
坂本高雄のふるさと点描

連
載コ

ラ
ム

坂本高雄の江
戸
期　

市
の
東
部
は
、
神
奈
川
県
と

の
県
境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は

境
川
が
流
れ
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、

県
境
＝
国
界
と
な
り
ま
す
。

渋
江
長
伯
の「
界
橋
」
は
、
江
戸
後
期

の
境
川
河
口
付
近
を
題
材
に
し
た
も
の
で

す
。
左
岸
の
河
口
付
近
、
穏
や
か
な
川
の

流
れ
、
右
岸
の
低
平
な
起
伏
の
地
形
を
淡

い
色
調（
淡
彩
画
）
で
描
い
て
い
ま
す
。

き
っ
と
、
国
界
の
美
し
い
風
景
に
惹
か
れ

て
絵
筆
を
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
絵

に
描
か
れ
て
い
る「
界
橋
」（
境
川
橋
）
は
、

甲
州
道
中（
甲
州
街
道
）
の
土
橋
で
し
た
。

橋
の
規
模
は
、「
上
野
原
宿
書
上
」に
、「
長

4
間
３
尺
、
巾
１
間
」
と
あ
り
ま
す
。
道

を
西
へ
進
む
と
桂
川
に
突
き
出
た
高
台
が

あ
り
、
見
晴
ら
し
台
や
茶
屋
が
あ
り
ま
し

た
。
通
行
人
は
、
こ
こ
で
河
口
周
辺
の
美

景
を
愛
で
な
が
ら
、
し
ば
し
の
休
息
を
と

り
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
の
で
す
。
長
伯
は
、

幕
府
奥
詰
め
の
医
者
で
あ
り
、
本
草
学
者

で
も
あ
り
ま
し
た
。
文
化
13
年

（
1
8
1
6
）
の
8
月
末
に
薬
草
採
集
を

し
な
が
ら
甲
州
紀
行
の
旅
に
出
て
い
ま

す
。「
界
橋
」
は
そ
の
折
り
の
作
品
で
、
こ

の
他
に
「
鶴
川
渡
口
乃
景
」（
大
鶴
地
区
）、

「
座
頭
こ
ろ
が
し
峠
」（
大
目
地
区
）
を
描

い
て
い
ま
す
。

大
森
快
庵
は
、「
界
橋
」
よ
り
30
余
年
後

の
嘉
永
7
年（
1
8
5
4
）
に
「
境
川
図
」

を
描
い
て
い
ま
す
。
絵
の
対
象
は
、
長
伯

と
同
じ
で
す
が
、
俯
瞰
し
た
描
法
で
国
界

周
辺
が
広
い
視
野
に
な
っ
て
い
ま
す
。
河

口
付
近
を
見
る
と
30
余
年
前
と
変
わ
ら
な

い
風
景
で
す
。
快
庵
は
江
戸
の
漢
学
者
で

す
が
、
生
国
は
、
甲
斐（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

で
、「
境
川
図
」
は
著
名
な
著
書
「
甲
斐

叢
記
」
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
藤
広
重
は
、
天
保
12
年
（
1
8
4
1
）

4
月
甲
府
道
祖
神
祭
の
幕
絵
な
ど
の
制
作

を
依
頼
さ
れ
入
峡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

国
界
の
茶
屋
で
休
息
を
と
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
記
録
は
、「
甲
州
日
記
」
の
一
節
に
な

り
ま
す
が
、
著
名
な
浮
世
絵
師
が
絵
筆
を

矢
立
に
替
え
て
綴
っ
た
日
記
で
す
。
そ
こ

に
は
、
旅
先
の
食
べ
物
に
も
強
い
関
心
を

も
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
国
界
の
風
景
に

言
及
し
て
い
ま
す
。「
境
川
に
至
る
。
津

久
井
、
郡
内
の
境
な
り
。
川
を
見
は
ら
し
、

絶
景
な
り
」と
印
象
を
綴
っ
て
い
ま
す
。「
絶

景
な
り
」
は
極
め
て
短
い
表
現
で
す
が
、

風
景
美
が
凝
縮
さ
れ
た
表
現
だ
と
受
け
止

め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、「
甲
州
日
記
」
と
は

別
に
「
旅
中
心
の
覚
え
」
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
広
重
の
作
品
に
は
、「
坐
頭
こ

ろ
は（
ば
）し
」「
甲
斐
犬
目
峠
」（
大
目
地
区
）

が
あ
り
ま
す
。

坂
さかもと

本高
たかお

雄（日本民俗建築学会会員）

昭和 8 年生まれで、上野原地区羽佐間
に在住。上野原に居住して半世紀近く。
人間の生活（暮らし）から建築を考える
民俗建築の視点から現地調査を進める。
上野原の原風景に強い関心を寄せる。

読
み
、
知
る
、
考
え
る

ふ
る
さ
と
の
歩
み

「
国
界
の
風
景
（
1
）」

連載

ふるさと
点描
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も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
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家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
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す
く
す
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育
て
う
え
の
は
ら
っ
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寄
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道
う
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
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リ
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デ
ン
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マ
イ
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ュ
ー
ス

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

寄り道うえのはら
広報担当者が行く

　4 月 1 日 ( 日 )、上野原駅南口駅前広場で
竣工式が行われました。竣工式には、多くの
来賓の方々にお越しいただき、工事経過報告、
感謝状贈呈などが行われました。式典終了後
には富士急山梨バス株式会社の協力による出
発式が行われ、上野原市公認キャラクター「た
まじまる」と東日本旅客鉄道株式会社八王子
支社のマスコット「ももずきん」が子どもた
ちと一緒にバスに乗車。笑顔の出席者に見送
られ、南口駅前広場を走り出しました。

上野原駅南口駅前広場竣工式
東部の玄関口、姿新たに全面供用開始！県

▲完成を祝しテープカットする江口市長と来賓のみなさん

　4 月 7 日（土）〜 10 日（火）、総合福祉センターふじみ
にて集団検診が行われました。集団検診では生活習慣病
の予防・改善のため、特定健診とがん検診などが同時に
受診できます。今回の検診では、延べ 60 台の検診バス
を設置し、4 日間で 883 人の利用がありました。自覚症
状がなくても、年に 1 回は必ず検診を受診しましょう。
なお、年齢や加入している健康保険 ( 医療保険者 ) によ
って受けられる項目が異なりますのでご注意ください。

検

　4 月 9 日 ( 月 )、西原小学校最後の入学式が行われ
ました。西原小学校は近年の急激な人口減少により、
平成 30 年度末をもって閉校となります。入学式では、
新入生呼名にて、元気いっぱいの返事が体育館に響き
ました。黄色い帽子の贈呈、在校生からの頼もしいお
迎えのことばを受け、新入生二人の明るい学校生活が
スタートしました。

　　　　　　  平成 30 年度西原小学校入学式
　　   け !! 新入生の明るい未来 !!輝

▲

総合福祉センターふじみ入口に集まった検診車両

▲

先生に手を引かれ小学校生活をスタートさせた新入生

　　    総合福祉センターふじみ健康診断
　　 診で見つめる見直す健康ライフ !!

　4 月 4 日 ( 水 )、春の交通安全運動が行われました。
これは交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの
遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、
交通事故防止の徹底を図ることを目的とするものです。
出発式終了後には、上野原警察署と交通安全関係者から、
交通安全運動の呼びかけが行われ、市役所前交差点の通
行者に交通安全運動の啓発品が配布されました。

　4 月 7 日 ( 土 )、第 47 回信玄公まつりが行われ、上野原市消防
団が小山田信茂隊として参加しました。市内の出陣式で勇ましい
姿を披露し、甲府へと出陣。信茂隊陣屋では、市内に活動拠点を
置く「甲斐◇風林火山」と信茂隊のサプライズ共演も執り行われ
ました。その後、出陣式が行われた舞鶴城公園から甲府駅前をパ
レードし、信玄公まつりに訪れた観光客の注目を集めました。

　　    平成 30 年度　春の交通安全運動
　　  せるのは君の宝とその未来 !!乗

　　　 　第 47 回信玄公まつり
　　   野原小山田信茂隊、いざ出陣 !!上

▲交通安全を願い、通行者に呼びかけをする交通安全関係者

▲

出陣を前に真剣な表情で戦勝祈願を受ける武者のみなさん

▲完成を祝いテープカットする江口市長と来賓のみなさん

編
集
後
記

4
月
の
人
事
異
動
で
経
済
課
か

ら
企
画
課
に
異
動
に
な
り
ま
し
た

臼
井
で
す
。
今
回
の
取
材
デ
ビ
ュ

ー
を
通
し
て
、
市
内
に
は
思
い
を
持

っ
て
地
域
の
た
め
に
頑
張
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
前
任
者
の
意
志
を
継
ぎ

つ
つ
、
自
分
な
ら
で
は
の
視
点
で
、

市
内
の
出
来
事
・
魅
力
・
新
た
な

発
見
を
伝
え
て
行
け
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
臼
井
）

先
月
号
の
広
報
誌
づ
く
り
を
最

後
に
広
報
担
当
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
で
頑
張
る
み

な
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
頂
い
た
8
年
間
。
人
と
人
と

を
繋
げ
、
ま
ち
に
関
わ
る
市
民
を

増
や
そ
う
と
全
力
を
尽
く
し
た
毎

日
で
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
を
歩
け

ば
必
ず
手
を
振
っ
て
誰
か
が
話
し

か
け
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
関
係
性
は
、「
24
時

間
、
3
6
5
日
広
報
担
当
者
で
あ

れ
」
と
意
識
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

得
る
こ
と
の
で
き
た
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
で
す
。
そ
し
て
、
今
の

広
報
う
え
の
は
ら
が
あ
る
の
は
、

読
者
の
み
な
さ
ん
の
叱
咤
激
励
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
大
神
田
）

▲秋山地区金山で砂金採り体験

　3 月 24 日（土）、25 日（日）、秋山地区で外国人のモ
ニター・ツアーが行われました。これは、東京から富士
山への観光動線に近い秋山地区が、近年増加している訪
日外国人にとって観光価値があるかを探る企画です。当
日は、外国人を含めた 10 名の参加者が、砂金採りや木
工スプーン作り、寿司体験、真福寺での座禅体験などを
楽しみました。

　　　秋山地区外国人モニター・ツアー
　　 国人が秋山地区の地域資源を体験 !!外
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